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■
あ
づ
み
野
産
業
団
地
拡
張
事
業
造
成
工
事
　
起
工
式

■
新
ご
み
処
理
施
設 

完
成
前
見
学
会

あ
づ
み
野
産
業
団
地
拡
張
事
業
造

成
工
事
の
起
工
式
を
10
月
19
日
、
あ

づ
み
野
産
業
団
地
北
側
の
造
成
予
定

地
（
豊
科
高
家
）
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
工
事
受
注
者
や
用
地
提
供

者
な
ど
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

本
事
業
の
開
発
面
積
は
農
地
や
市

道
を
含
め
た
７
万
５
４
５
９
平
方
㍍

安
曇
野
市
な
ど
６
市
町
村
で
組
織

す
る
穂
高
広
域
施
設
組
合
は
10
月
25

日
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
完
成
前
見

学
会
を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
組
織
市
町
村
の
住
民
約

２
５
０
人
が
参
加
。
穂
高
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
隣
接
地
に
建
設
さ
れ
た
新

施
設
を
、
事
業
者
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
中
央
制
御
室
や
焼
却
炉

で
、
分
譲
地
な
ど
の
造
成
と
そ
れ
に

伴
う
農
業
用
水
路
の
布
設
替
え
や
区

画
道
路
の
新
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

拡
張
部
分
に
は
、
食
品
製
造
業
者
な

ど
３
社
が
入
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
工
期
は
令
和
３
年
３
月
19
日
ま

で
で
、
造
成
後
に
３
社
へ
分
譲
を
行

い
、
令
和
４
年
か
ら
各
社
の
操
業
が

な
ど
を
見
学
し
、
質
問
を
交
え
な
が

ら
ご
み
処
理
の
流
れ
や
環
境
に
配
慮

さ
れ
た
施
設
の
構
造
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
み
を
集
め
る
ピ
ッ
ト

を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
を
訪
れ
た
り
と
、
ご
み
を
受
け
入

れ
る
前
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

施
設
の
様
子
を
、
興
味
深
そ
う
に
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

新
施
設
の
建
設
費
は
１
０
０
億
４

４
０
０
万
円
、
延
床
面
積
約
７
５
０

０
平
方
㍍
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一

部
鉄
骨
造
の
６
階
建
て
で
、
１
日
に

最
大
１
２
０
トン
の
ご
み
を
処
理
し
ま

す
。11

月
19
日
か
ら
ご
み
の
受
入
れ
を

開
始
、
12
月
か
ら
実
際
に
ご
み
を
焼

却
す
る
試
運
転
を
始
め
、
令
和
３
年

３
月
に
本
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

宮
澤
市
長
は
、
新
た
な
企
業
の
誘

致
に
「
交
通
の
利
便
性
や
豊
か
な
自

然
な
ど
、
こ
の
地
が
企
業
の
皆
さ
ん

に
魅
力
的
な
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て

お
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
」
と

話
し
、
雇
用
の
促
進
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

完成前の施設を見学

工事の安全を願いあいさつする宮澤市長

公共施設の使用料の適正化に向けて
市では、安定した市民サービスの提供と公共施設の使用料の適正化に向けて、統一した基準を定めた「公
の施設の使用料のあり方」を策定しました。　　　　　問総務課行政管理係　471・2408　671・5155

統
一
し
た
基
準
を
明
ら
か
に

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
用
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
税

金
と
施
設
を
利
用
す
る
人
の
使
用
料
に

よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

ま
た
、
施
設
を
利
用
す
る
人
と
し
な
い

人
の
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
公
平

性
の
確
保
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
を
行

い
、
利
用
者
が
施
設
の
維
持
管
理
の
費

用
の
一
部
を
負
担
す
る
と
い
う
受
益
者

負
担
の
統
一
し
た
基
準
を
明
ら
か
に
し

た
「
公
の
施
設
の
使
用
料
の
あ
り
方
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
ル
ー
ル

①
算
定
方
式

利
用
者
に
負
担
し
て
頂
く
経
費
を
明

確
に
し
、
施
設
の
区
分
ご
と
に
定
め
る

利
用
者
の
負
担
割
合
に
よ
り
算
定
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

②
経
費

【
経
費
と
す
る
費
用
】

施
設
を
維
持
管
理
し
て
い
く
費
用
が

経
費
と
な
り
ま
す
。

▽
施
設
の
維
持
管
理
に
従
事
す
る
職
員

の
給
与

▽
消
耗
品
費
、
燃
料
費
、
光
熱
水
費
、

物
品
修
繕
費

▽
清
掃
、
警
備
、
保
守
点
検
等
に
係
る

委
託
料

▽
借
上
料
、
借
地
料

▽
建
物
等
の
維
持
管
理
、
修
繕
等
原
状

回
復
に
要
し
た
経
費 

等

【
経
費
と
し
な
い
費
用
】

施
設
を
取
得
す
る
た
め
の
費
用
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

▽
建
設
費
用
等
施
設
の
取
得
費
用

▽
大
規
模
な
改
修
費
用

▽
用
地
取
得
費
用 

等

③
対
象
施
設

使
用
料
を
徴
収
す
る
す
べ
て
の
公
の

施
設
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

法
令
等
で
使
用
料
が
無
料
ま
た
は
ル
ー

ル
が
決
め
ら
れ
て
い
る
施
設
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

【
対
象
と
し
な
い
施
設
】

小
学
校
、
中
学
校
、
図
書
館
、
市
営

住
宅
、
保
育
所
、
児
童
館
、
上
下
水
道

施
設 

等

④
負
担
割
合

利
用
者
が
負
担
す
る
経
費
の
割
合

は
、
施
設
の
持
つ
公
益
性
に
よ
り
設
定

し
ま
す
。

⑤
算
定
方
法

個
々
の
使
用
料
は
①
～
④
ま
で
の
計

算
を
し
た
後
、
会
議
室
や
体
育
館
等
の

一
定
の
面
積
を
時
間
単
位
で
利
用
す
る

施
設
は
、
１
平
方
㍍
・
１
時
間
あ
た
り

の
単
価
を
計
算
し
、
使
用
す
る
面
積
に

応
じ
て
、
博
物
館
や
資
料
館
な
ど
個
人

単
位
で
利
用
す
る
施
設
は
、
年
間
の
利

用
者
数
で
使
用
料
を
算
定
し
ま
す
。

留
意
事
項

使
用
料
の
見
直
し
は
次
の
点
に
留
意

し
て
進
め
ま
す
。

①
類
似
施
設
間
の
調
整

市
営
や
近
隣
自
治
体
、
民
間
の
類
似

施
設
と
大
幅
な
違
い
が
出
な
い
よ
う
調

整
し
ま
す
。

②
激
変
緩
和
措
置

大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は

改
定
限
度
額
を
設
け
ま
す
。

③
効
率
的
な
施
設
運
営

維
持
管
理
費
用
を
増
加
さ
せ
な
い
よ

う
、
効
率
的
な
施
設
運
営
に
取
り
組
み

ま
す
。

今
後
の
進
め
方

公
の
施
設
の
使
用
料
の
見
直
し
は
、

令
和
３
年
度
に
更
新
を
予
定
し
て
い
る

「
公
共
施
設
白
書
・
現
況
調
書
」
の
作

成
に
合
わ
せ
、
施
設
の
維
持
管
理
費
用

と
使
用
料
収
入
を
把
握
し
、
適
切
な
使

用
料
の
金
額
を
精
査
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
実
際
の
改
正
は
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
説
明
の
機
会
と
周
知
期
間
を
設

け
な
が
ら
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
施
設
の
維
持
管
理
費
用
は
、
コ
ス

ト
削
減
の
取
り
組
み
や
利
用
状
況
の
変

化
等
に
よ
り
変
わ
る
た
め
、
今
後
も
３

年
ご
と
に
行
う
現
況
調
書
の
更
新
に
合

わ
せ
、
継
続
的
な
検
証
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

使
用
料

公
費
に
よ
る
負
担

経
費

（
維
持
管
理
費
用
）

経
費
対
象
外

（
建
設
費
用
等
）

施
設
の
建
設
お
よ
び

　

維
持
管
理
に
係
る
す
べ
て
の
費
用

図２　施設区分による利用者の負担割合

図１　算定方式イメージ

〇利用や負担を高く設定し
ます。特定の市民が利用し、
民間でも同種類似のサービ
スが提供される施設

〇利用者負担を低く設定し
ます。ほとんどの市民が利用
し、民間では提供されにくい
サービスが提供される施設

◆利用者の負担割合
100％

駐車場、キャンプ施設

75％
　スポーツ施設、公民館（ホー

ル）、交流学習センター　等

50％
　公民館、保健センター、博物館・

資料館・記念館


